要が あって 飯な ど を 食う のか 気の 知れない 動物 だ、 こ 

うして 氷 さえ 嚙っ ていれば 清浄 潔白 で 何も 不足 はな 

まくらち と 

いじ やない かと 云う 気になった。 枕元で 人が 何 か 云 

うと、 話 をし なくつ ち あ 生きて いられない おしゃべり 

げせん 

ほど 情ない 下賤な もの は あるまい と 思った。 眼 を 開い 

まレ ；> こな 

て 本棚 を 見渡す と 書物が ぎっしり 詰って いる。 その 書 

物が 一 々違った 色 をして そうして ことごとく 別々 な 名 

わずら おびた だ すいきょう 

を 持って いる。 煩わしい 事 夥しい。 何の 酔 興で こ 

んな 差別 をつ けた ものだろう、 また 何の 因果で それ を 

大事そう に 列べ 立てた ものだろう。 実にし ち 面倒臭い 

世の中 だ。 早く 死ん じまえと 云う 気になった。 



禎 二さん が 蒲団の 横へ 来て、 どうです と 尋ねた が、 

返事 をす るの が^ 鹿 気て い て 何とも 云う 了見 になら 

ない。 代診が 来て、 これ じ や 旅行 は 無理です よ、 医者 

として 是非 止めな く つち やならない と 説諭した が、 

ごもつ と ふ もっと いや 

御尤も だと も不 尤も だと も 答える のが 厭だった。 

そのうち 日 は 容赦な く 経った。 病気 は 依然として 元 

のと ころに 逗留して いた。 とうとう 出発の 前日に 

なって、 電話で 中 村へ 断った。 中 村 は 御大 事に なさい 

と 云って 先へ 立って しまった。 

二 



にひゃくとおか あく 

船の 中 は 比較的 楽だった。 二百十日の 明る 日に 神 戸 

を 立 つたの だから、 多少の 波風 は 無論お いでな さるん 

だろうと 思 つ て ちゃんと 覚悟 をき めて いたと ころが、 

のんき 

天気が 存外 呑気に できた もので、 神 戸から 大 連に 着く 

までたい てい は 鈍り 返って いた。 甲板の 上に 若い 

英吉利の 男が 犬 を 抱いて 穏 かに 寝て いたと 云ったら、 

海の ようす もたいて いは 想像され るだろう と 思う。 

あり や 何です かと 事務長の 佐 治さん に 聞く と、 え、 

ふく：；.' ようじ 

あれ は 英国の 副領事 だそう です と、 佐 治さん が 答えた。 

副領事 かも 知れない が 余に は 美しい 二十 一 二の 青年と 

しか 思われなかった、 これに 反して 犬 はすこぶ る 妙な 



顔 をして いた。 もっとも ブルドッグ だから 両親から し 

てす でに 普通の 顔と は 縁の 遠い 方に 違いない。 した 

がって 特に こいつ だけ を 責める の は 残酷 だが、 一方 か 

ら云 うと、 また 不思議に 妙な 顔 をして いるんだ から や 

ご やまと 

む をえない。 この 犬 は その後 大 連に 渡って 大和 ホテル 

に 投宿した。 そうと はちつ とも 知らずに、 食堂に 入つ 

でつく いっきょう 

て 飯 を 食って いると、 突然 この 顔に 出 食わして 一驚 

き つ もと 

を 喫した。 固より 犬の 食堂 じ やな いんだ けれども、 犬 

の 方で 間違えて^ 入って 来た ものと 見える。 もっとも 

彼の 主人 も その 時 食堂に いた。 主人 は 多数の 人間の い 

ると ころで、 犬と 高声に 談判す るの を 非 紳士的と 考え 



きて 来た。 宣教師の ウィンと いう 人の 妻 君が、 中 村 さ 

んが 多分 迎えに 来て おいでで しょうと、 笑いながら 

御世辞 を 云った が、 電報 も 打たず、 いつ 着く とも 知ら 

け A いかく， R く 

せなかった 余の 到着 を、 いくら 権威 赫々 たる 総裁 だつ 

らんかん ほおづえ 

て 予知し 得る 道理がない。 余 は 欄干に 頰杖を 突きな が 

ら、 なるほど こいつ はどうし たもの かな、 ひとまず 是 

うち 

公の 家へ 行って 宿 を 聞いて、 それから その 宿へ 移る 事 

おうよう 

にで もす るかな と 思って るう ちに、 船 は 鷹揚に かの 汚 

ならしい ク ー リ— 団の 前に 横 づけに な つて 止まった。 

止まる や 否や、 ク ー リ ー 団は、 怒った 蜂の巣の ように、 

急に 鳴動し 始めた。 その 鳴動の 突然な のに は、 ちょつ 



と 胆力 を 奪われた が、 何しろ 早晚 地面の 上へ 下りる ベ 

き 運命 を 持った 身体なん だから、 しまいに はどう かし 

て くれる だろうと 思つ て、 やっぱり 頰杖を 突いて 河岸 

の 上の 混戦 を 眺めて いた。 すると 佐 治さん が 来て、 夏 

目さん どこへ おいでになり ますと 聞いて くれた。 まあ 

ひとまず 総裁の 家へ でも 行って 見ましょうと 答えて い 

ると、 そこへ 背の 高い、 紺色の 夏服 を 着た 立派な 紳士 

が 出て 来て、 懐中から 名刺 を 出して 叮 # に 挨拶 をされ 

た。 それが 秘書の 沼田さん だった ので、 頰杖を 突いて、 

いつまでも 鳴動 を 眺めて いる 余に は、 大変な 好都合に 

なった。 沼田さん は 今度 郷里から 呼び迎えられた 老人 



と 思う と、 馬 は 大きな 玄関の 前へ 来て 静かに 留まった。 

石段 を 上って、 入口の 所に 立つ や 否や、 色の 白い 十四 

がんじょう かし 

五の 給仕が、 頑丈な 樫の 戸 を 内から 開いて、 余の 顔 を 

見ながら 挨拶 をした。 もう 御帰り かと 尋ねる と、 まだ 

でございますと 云う。 留守で は 仕方がない。 どうした 

もの だろうと 思って、 石の 上に 佇 ずんで 首 を 傾けて 

1 つし ろ 

いると ころ へ、 後 に 足音が する よう だから ふり 向く と、 

さっき ちかづき 

先刻 鉄嶺 丸で 知己に なった 沼田さん である。 さあ、 ど 

ぅぞと 云われる ので、 中に 入った。 沼田さん は 先へ 

立って、 ホ— ルの 突き 当りに ある 厚い 戸 を 開いた。 そ 

の 戸の 中へ 首 を 突っ込んで、 室の 奥 を 見渡した 時に、 



うま じ つ 

旨くな つた もの だと 感心した が、 その実 感心した の は、 

きごう お ふで 

後藤さん の 揮毫で はなく つて、 清国 皇帝の 御 筆で あつ 

た。 右の 肩に 賜う と 云う 字が あるの を 見落した 上に 後 

藤さん の 名前が 小さ 過ぎる のでつ い 失礼 をした ので あ 

る。 後藤さん も 清国 皇帝に 逢って、 こう 小さく 呼び 棄 

に 書かれち やた まらない。 えらい 人から は、 滅多に 賜 

わ つ たり 何 かされない 方が い い と 思 つ た。 

しょしょ ま-つ-まう- 

沼田さん は 給仕 を 呼んで、 処々 方々 へ 電話 を かけさ 

ゆくえ 

して、 是 公の 行方 を 聞き合せて くれたが 全く 分らない。 

米国の 艦隊が 港内に 碇泊して いるので、 驩迎 のた め、 

今日はべ ー スボ— ルが ある はず だから、 あるいは それ 



叩く ものが ある。 風呂場で 訪問 を 受けた 試し はい まだ 

かってな いんだから、 湯槽の 中で 身 を 浮かしながら 

少々 逡 巡して いると、 叩く 方で はどう あっても 訪問 

の 礼 を 尽くさねば やまぬ という 決心と 見えて、 なおの 

こと、 こっこつ やる。 いくら こっこつ やった つて、 ま 

はだか へや じょう 

さか 赤裸で 飛び出して、 室の 錠 を 明ける 訳に も 行か 

ないから、 風呂の 中から 大きな 声で、 おい 何 だと 用事 

す リガ ラス むこうがわ 

を 聞いて 見た。 すると 摺 硝子の 向 側で、 ちょっと 明 

さしつ か 

けなさい と 云う 声が する。 この 声なら 明けても 差支え 

ない と 思って、 身体 全体から I 卞を 垂らしながら、 

素 裸で ボ— ルトを 外す と、 はたして 是 公が 杖 を 突い 



て 戸口に 立って いた。 来るなら 電報で もちよつ とかけ 

れば 好い もの をと 云う。 どこへ 行って いたんだ と 聞く 

と、 ベ ー スボ— ルを 観て、 それから 舟 を 漕いで いたと 

云う 挨拶で ある。 飯 を 食ったら 遊びに 来なさい と 案内 

をす るから、 よろしい と 答えて また 戸 を 締めた。 締め 

ゆかた 

ながら、 おいこの 宿 は 少し 窮屈 だね、 浴衣で ぶらぶら 

する 事 は 禁制なん だろうと 聞いたら、 ここが 厭なら 

りょうと-つ 

遼東 ホテルへ でも 行けと 云って 帰つ て 行 つ た。 

例刻に 食堂へ 下りて 飯 を 食ったら、 知らない 西洋人 

テ— ブル ごめん 

といつ しょの 卓 へ 坐ら せられた。 その 男が 御免な さ 

くしゃみ ハンケ チ 

い、 どうも 嚏 が 出て と、 手帛を 鼻へ 当てた が、 嚏の 



あくるひ ひる 

も 舞踏会 を 見せる 気と 見えて、 翌日の 午、 社の 二階で 

つ らま 

上田 君 を 捕えて、 君の 燕尾服 を こいつに 貸して やら 

ないか、 君の ならち ようど 合いそう だと 云って いた。 

へ きえき 

上田 君 もこの 突然な 相談に は 辟易した に 違ない。 笑い 

けんそん 

ながら、 いえ 私の は 誰に も 合いません と 謙遜され た。 

舞踏会 は それで すんだ が、 しばらく すると、 今度 は 

これから 倶 t 木部に 連れて行って やろうと、 例の ごとく 

連れて行って やろう を 出し 始めた。 だいぶ 遅い よう だ 

と は 思った が、 座に ある 国 沢 君 も、 行こうと 云われる 

もと 

ので、 三人で 涼しい 夜の 電灯の 下に 出た。 広い 通り を 

> I まん ま レ 

一 二 丁 来る と 日本 橋で ある。 名 は 日本 橋 だけれ ども そ 



の 実は 純然たる 洋式で、 しかも 欧洲の 中心で なければ 

見られそう もない ほどに、 雅 にも 丈夫に もで きている _ 

ひとむね れんが づく は い 

三人 は 橋の 手前に ある 一 棟の 煉瓦造りに 這 入った。 誰 

のぞ 

かいる かなと、 玉 突 場を視 いたが、 ただ 電灯が 明るく 

点いて いる だけで 玉の 鳴る 音 はしな か つ た。 読書室 へ 

這 入った が、 西洋の 雑誌が、 秩序よ く 列べ て あるば か 

りで、 ぺ ー ジを 繰る 手の 影 は どこに も 見えなかった。 

力る た 

将棋 歌留多 を やる 所へ 這 入って 腰 を かけて 見た が、 三 

い す テ ー ブル あ 

人の 尻 をお ろした ほか は、 椅子 も洋卓 もこと ごとく 空 

いていた。 今日は 遅い ので 西洋人が いないから つまら 

ない と是 公が 云う。 是 公の 会話の 下手な 事 は 天 品と 云 



うくら いなもの だから、 不思議に 思って、 御前 は 平生 

ここに 出入して 赤髯と 交際す るの かと 聞いたら、 まあ 

来た 事 はない なと 澄まして いる。 それじゃ 西洋人が い 

なくって つまらな いどころ か、 いなく つて 仕 合せな く 

らいな もの だろうと 聞いて 見る と、 それでも おれ はこ 

の 倶楽部の 会長 だよ、 出席し ないでも 好い と 云う 条件 

のんき 

で 会長に な つたんだ と 呑気な 説明 をした。 

会員の 名札 はなる ほど 外国 流の 綴が 多い。 国 沢 君 

ひろ 

は 大きな 本 を 拡げて、 余の 姓名 を 書き込ました 上、 是 

公に 君 ここへ と 催促した。 是公 はよ ろしい と 答えて、 

自分の 名の 前に proposed bv と 付けた。 それへ 国 沢 



君が、 同く seconded by と 加えて くれたので、 大連 

滞在中 はいつ でも、 倶楽部に 出 入す る 資格が できた。 

それから 三人で バ— へ 行った。 バ ー は 支那 人が や つ 

ている。 英語 だか 支那 語 だか 日本語 だか 分らない 言葉 

で 注文 を 通して、 妙に 赤い 酒 を 飲みながら 話 をした。 

酔つ て 外へ 出る と 濃い 空が ますます 濃く 澄み渡つ て、 

うち 

見た 事の ない 深い 高さの 裡に 星の 光 を 認めた。 国 沢 君 

が わざわざ ホテルの 玄関まで 送られた。 玄関 を 入る と、 

正面の 時計が ちょうど 十二時 を 打った。 国 沢 君 はこの 

十二時 を 聞きながら、 では 御休みなさいと 云って、 戻 

られ た。 



内地の ように 石 を 敷かない 計画ら しい。 御影，. 石が 払& 

なのかい と 質問して 見たら、 すぐ、 冗談 云つ ちゃい け 

しき かた 

ない と やられて しまった。 これが 最新式の 敷 方なん で、 

土台 を どうと かして、 どうと かして、 鉄 軌と鉄 軌の間 

を 混合 金属で 塗り 固めて 全線 をた つた 一 本の 長い 棒に 

してし ま つ て …… と あたかも 自分が 技師で あるかの ご 

とき 自慢で ある。 内地から 来た もの はなる ほど 田舎 も 

の 取扱に されても 仕方がない。 そいつ は 感心 だと、 全 

く 感心す ると、 技師 を 信任して、 少しも 口を出さずに、 

どうで も 自分の 思った 通り を やらせる から、 そんな 仕 

事 もで きる のさと 云った。 内地で は 何でも やかましく 



方です。 色が 違う ばかり じ やない、 香 も 少し 変って 

います。 嗅いで 御覧なさいと 技師が 注意す るので 嗅い 

で 見た。 

みち 

用いる 途で すか、 まあ 料理 用です ね。 外国で は 動物 

性の 油が 高価です から、 こう 云う のがで きたら 便利で 

しょう。 第一 大変 安いので す。 これで オリ ー ブ 油の 何 

分の 一 にし か 当ら な いんだから。 そうして 効用 は 両方 

ちょう ま. う 

共 ほぼ 同じです。 その 点から 見ても はなはだ 重宝で 

す。 それに この 油の 特色 は 他の 植物 性の ものの ように 

不消化でないです。 動物性と 同じく らいに 消化れ ます 

と 云われた ので 急に 豆 油が ありがたく なった。 やはり 



柞 蚕から 取った 糸 を 並べて、 これが 従来の 奴です と 

云う の を 見る と、 なるほど 色が 黒い。 こっち は 精製し 

そば ふ し 

た 方で と、 傍に 出される と 全く 白い。 かつ 節な しにで 

き 上って いる。 これで 織った のがあります かと 聞いて 

見る と、 あいにく 有りません と 云う 答で ある。 しかし 

もし 織つ たら どんな ものが できる でしようと 聞く と、 

# 二重の ような ものが できる つもりで すと 云う。 その 

ねだん さくさん は ぷ た え 

上 価 段が 半分 だと 云う。 柞 蚕から 羽二重が 織れて、 そ 

れが 内地の 半額で 買えたら さぞ 善かろう。 

こうりょう しゅ コ ップ つ 

高粱 酒 を 出して 洋盃に 注ぎながら、 こ つ ちが 普通 

の 方で、 こっちが 精製した 方で と、 また やりだし たか 



もない 貧乏人の くせに、 ああ やって、 鳥 を ぶら下げて、 

山の 中 を まごついて、 鳥籠 を樹の 枝に 釣る して、 その 

下に 坐って、 食う もの も 食わずに おとなしく 聞いて い 

るんだ よ。 それが もし 二人 集まれば 鳴き 競 をす るか 

らね。 ああ 実に 風雅な もの だよ。 としきり に 支那 人 を 

ほ の 

賞め ている。 余 は ポッケ ット から ゼムを 出して 呑んだ。 

まさ キ. -こラ 

政樹 公が 大 連の 税関長に なって いると 聞いて ちょ つ 

ぜん シャン ハイ で あ 

と 驚いた。 政樹 公に は 十 年 前 上海で 出逢った きりで 



ある。 その 時 政樹公 は、 サ— • ロバ— ト • ハ— トの子 

分に なって、 やはり そこの 税関に 勤務して いた。 政樹 

公の 大学 を 卒業した の は 余より 二 年 前で、 一 一人 共同 じ 

英文科の 出身 だから、 職業 違いで あるに かかわらず、 

比較的 縁が 近いので ある。 

政樹 公の 姓 は 立 花と 云って 柳 川 藩 だから、 立派な 

御 侍，" に 違ない。 それ を なぜ 立 花さん と 云わないで、 

政樹 公と 呼ぶ かと 云う に、 同じ 頃 同じ 文科に 同藩から 

出た 同姓の 男が いた。 しかも 双方 共 寄宿舎に 這ん つて 

まぎ 

いた もの だから、 立 花 君 や 立 花さん では 紛れ やすくて 

いけない。 で 一方 は政樹 という 名 だから 政樹 公と 呼び、 



の 大冊 子 を 机の 上に 置いて、 たいてい これで 分ります 

がね と 河 村さん が 云い 出した 時 は、 さあ 大変 だと 思つ 

た。 今 この 胃の 痛い 最中に この 大部の 営業報告 を 研究 

しなければ すまない 事に なって は、 とうてい 持ち切れ 

る 訳の もので はない。 余 はま だ 営業報告 を 開けない う 

ひとく ふ う 

ちに、 早速 一 工夫して こう 云った。 —— 私 は 専門家で 

な いんです から、 そう 詳 い 事 を 調査しても、 とても 分 

リ ますまい と 思います ので、 ただ 諸君が いろいろな 方 

面で どんな 風に 働いて いられる か、 ざあっと その 状況 

じゅうらん 

を 目撃 さしてい ただけば たくさん ですから、 縦覧す 

ベ き 箇所 を 御 面 到で もちよ つと 書いて 下さいません か _ 



り 込んだ の だそう だ。 そこで、 士官 連が 是 公に 向って、 

今夜の 会 は 大成功で あると か、 非常に 盛 であった とか、 

口々 に 賛辞 を呈 した もの だから、 是公 はやむ をえず、 

たいせい しぼ ゼン トル メン 

大声 を 振り絞って gentlemen! と 叫んだ。 すると 今 ま 

で がやがや 云って いた 連中が、 総裁の 演説で も 始まる 

事と 思って、 一度に 口 を 閉じて、 満場 は 水 を 打った よ 

もと あと 

うに 静かに なった。 是公は 固より ゼン トル メンの 後 を 

何とかつ けなければ ならない。 ところが ゼン トル メン 

ひとこと 

以外の 英語が あいにく 一 言 も 出て 来なかった。 英語と 

云う 英語 は 頭の 底から ことごとく 酒で 洗い 去られて し 

くらがえ 

まってい るので、 仕方なし に、 急に 日本語に 鞍換 をし 



やと 思った。 

ごくらく みず 

橋 本 左 五郎と は、 明治 十七 年の 頃、 小石 川の 極楽 水 

そ S じす，；" 

の 傍で 御寺の 一 一階 を 借りて い つ しょに 自炊 をして いた 

まだ い 

事が ある。 その 時 は 間代 を 払って、 隔日に 牛肉 を 食つ 

て、 一等 米 を 焚いて、 それで 月々 二 円で すんだ。 もつ 

とも 牛肉 は 大きな 鍋へ 汁 を いっぱい 斿 えて、 その 中 

ぎゆう 

に 浮かして 食った。 十 銭の 牛 を 七 人で 食う の だから、 

かま 

こうしなければ 食いよう がなかった ので ある。 飯 は 釜 

しゃく も 

から 杓って 食った。 高い 二階へ 大きな 釜 を 揚げる の 

は難義 であった。 余 はこ こで 橋 本と いっしょに 予備 門 

へ 這ん る 準備 をした。 橋 本 は 余よりも 英語 や 数字に お 



五と 云って いた。 実際 彼 は 岡 山の 農家の 生れであった。 

—— 左 五 は その後 追試験に 及第した に はした が、 する 

かと 思う とまた 落第した。 そうして、 何 だ 下らない と 

云って 北海道へ 行って 農学 校へ 這 入って しまった。 そ 

れ から 独逸へ 行った。 独逸へ 行って、 いつまで 経って 

も 帰らない。 とうとう 五 年 か 六 年 かいた。 つまり 留学 

期限の 倍 か 倍 以上 も 向う で暮 した 事になる、 その 費用 

はどうして 捲え たもの かとん と 分らない。 

ァ J の 橋 本が 不思議に も 余より 二三 月 前に 満 鉄の 依頼 

に応じて、 蒙古の 畜産 事 状 を 調査に 来て、 その 調査が 

済んで 今大 連に 帰った ばかりの ところへ 出つ 食わした 



河 村さん の 書いて くれた 表 を 見る と、 娯楽 機関と 

いう 題目の もとに、 倶楽部と か 会と か 名のつ くもの が 

十ば かり 並べて ある。 中には ゴルフ 会 だの、 ヨット 倶 

しゃれ 

楽 部 だのと、 名前から して 洒落たの さえ、 ちら ほら 見 

える。 ヨット 倶楽部の 下に (ただし 一艘) と 括弧で 註 

がつ いている の は、 新設 だから まだ 一艘し かないと い 

う 意味なん だろう。 

みだし やまぎち よう 

参観すべき 場所と 云う 標題の もとに は、 山城 町の 大 

こだまち よう おうみち よう 

連 医院 だの、 児 玉 町の 従業員 養成 所 だの 近 江 町の 合宿 

はまちよう 

所 だの、 浜 町 の 発電所 だの、 何 だの か だの みんなで 十 



りよ-つけん 

本人の 特 志で 社の 用事 をす つぼ かす 了見ら しい。 そ 

うして いつの 間に か、 ホテルへ 馬車 を 云いつ けて いる。 

余 は 股野と 相乗りで 立派な 馬車 を 走らして 北 公園に 

行った。 と 云う と 大層 だが、 車の 輪が 五六 度 回転す る 

と、 もう 公園で、 公園に 這 入った かと 思う と、 もう 突 

き 抜けて しまった。 それ か ら 社員 倶楽部 と 云う のに 連 

れて 行かれて、 謡の 先生の 月給が 百 五十 円 だと 云う 

事 を 聞いて、 また 馬車へ 乗って、 今度 は 川 崎 造船所の 

須田 君の 所の 工場 を 外から 視き 込んで、 すぐ 隣の 事務 

きのう 

所に 這 入って、 須田 君に 昨日の 御礼 を 述べた。 事務所 

の 前が すぐ 海で、 船渠の 中が 蒼く 澄んで いる。 あれで 



うそ 

ぶように なった。 しかし 本当 だか 噓 だか 実は 僕 も 保証 

しないと、 田 中 君 自身が 笑って いたから、 余 はなお さ 

ら 保証し ない。 

ただ 満 鉄の 重役が 始めて 大 連に 渡った とき、 この 化 

物 屋敷に 陣を 構えた 事 だけ は 事実で ある。 その 時 この 

建物 は 化物 さえ 住みかね る ほどに 荒れ果てて、 

ざんしょう かおく がいこつ 

残 焼 家屋と し て 、 骸骨の 一 J とくに 突っ立って いたそう 

である。 陣取った 連中 は 死物 狂で、 天候と 欠乏と 不便 

に対して 戦後の 戦争 を 開始した。 汽車の 中で 炭 を 焚い 

て 死に損なったり、 貨車へ 乗って、 カンテラ を 点けて 

ゆす 

用 を 足そうと すると、 その カンテラが 揺 ぶれて すぐ 消 



うかそうかと 答えて いたが、 せっかくの 好意で は ある 

し、 もともと 気の 多い 男 だから、 都合に よって は 少し 

厄介に なっても 好い ぐらいに 思って、 ついでの 時是公 

にこの 話 をす ると、 そんな 所へ 行つ ちゃい かんとた ち 

まち 叱られて しまった。 もし ホテルが 厭なら、 おれの 

宅へ 来い、 あの 部屋へ 入れて やる からと 云 うんで、 書 

斎の 次の 畳の 敷いて ある 間 を 見せて くれ るんだ が、 別 

に 西洋 流の 宿屋に 愛想 をつ かした 訳で もな いんだから、 

じ や 厄介に なろうと も 云わなかった。 

是公は 書斎の 大きな i: 子の 上に 胡 坐 を かいて、 河豚 

ひもの かじ の 

の 干物 を嚙 つて 酒 を 呑んで いる。 どうして、 あんな 堅 



者に 対する 態度の すこぶる 叮嚀な のに 気が ついて 少し 

く 驚かされた。 君 ちょっと そこいらの 薬屋へ 寄って、 

ゼムを 買つ て やって 下さいと 云 うんだ から 非凡で ある _ 

君 は 御者に 対して 叮嚀 過ぎる よと 忠告して やったら 

うん あの 時の 二十 銭 を まだ 払わなかった つけと 思い出 

したよう に 河豚の 干物 を また 嚙 つていた。 

是 公の 御者に は廿銭 借が ある だけ だが、 その 別当に 

至って は 全く 奇抜で ある。 第一 日本人 じ やない。 辮髪 

ズボン らしゃ は 

を 自慢そう に 垂らして、 黄色の 洋 袴に 羅紗の 長靴 を 穿 

ほっす 

いて、 手に 三尺 ほどの 払 子 を ぶら下げ ている。 そうし 

て 馬の 先へ 立って 駆ける。 よく あんな 紳士的な 服装 を 



して 汗 も 出さずに 走られる 事 だと 思う くらいに 早く 走 

ける。 もっとも 足 も 長かった。 身の 丈 は 六尺 近く ある _ 

別当と 御者 はこの くらいに して また 股野に かえるが 

余は是 公に 叱られた ため、 とうとう 股野の 家へ は 移ら 

なかった。 けれども 遊びに は 行った。 なるほど 小山の 

上に 建てられた 好い 社宅で ある。 もっとも 1 軒 立で は 

ない。 長い 棟が いくつ も 灰色に 並んで いるう ちの 一番 

はずれの 棟の、 一番 最後の 番号の その 二階が 彼の 家族 

の 領分であった。 岡の 下から 見る と、 まるで 英国の 避 

暑 地へ 行った よう だと ある 西洋人が 評した ほど、 外部 

は 厚い 壁で 洋式に できて いるが、 中には 日本の 香が 



くくりまくら 

の だそう だが、 横着な 事に は 大きな 括 枕 さえ 備えつ 

けて ある。 しかし 肱 を 突く ため か、 頭 を 載せる ため か 

は 聞き 轧 して 見なかった。 彼等 は 談判 をしながら 阿片 

たばこ きせる 

を 飲む。 でなければ 煙草 を 吸う。 その 煙管 は 煙管と 云 

うよりも 一 種の 器械と 評した 方が 好い くらいで ある。 

錫の 胴に 水 を 盛って 雁首から 洩れる 煙が この 水の 中 を 

通って 吸口まで 登って くる 仕掛な の だから、 慣れない 

うち は 水 を 吸い上げて 口中へ 入れる 恐れが ある。 一服 

やって 御覧なさいと 勧められ たから、 やって 見た が、 

J ぼ) J ぼ 音が して まるで 脂 を 呑む よ うな 心 持が し た 。 

一 一階が 荷主の 室 だと 云 うんで、 一 一階へ 上 つ て 見る と、 



を 築き上げた。 相 生さん の 家 を 通り越す と、 左右に 並 

んで いる 建物 は 皆 自分の 経営に なった ものば かリ であ 

る。 その 中には 図書館が ある。 倶楽部が ある。 運動場 

が ある。 演武 場が ある。 部下の 住宅 は 無論 ある。 

さおう 

倶楽部で は 玉 を 突いて いた。 図書館に は沙翁 全集が 

あった。 ポル グレ ー ヴの 経済 字 きがあった。 余の 著書 

も 二三 冊あった。 

ここ は 柔道の 道場に 使って いますが、 時に よると 講 

談をゃ つたり 演説 を や つ たりし ますと 云う 相 生さん 自 

のぞ 

身の 説明に ついて、 中 を視き 込む と、 なるほど 道場に 

> J うざ 

はちょう ど 好い 建物が ある。 その 奥に 高座が できて い 



く 勧工場の 見 世に 当る 所 を 長屋の 上 リロに して ある。 

だから 長屋と 長屋と は 壁 一 重で 仕切られながら、 約 一 

丁 も 並んで いるば かり か、 三尺の 往来 を 越す とすぐ 向 

うの 家になる。 上り口 を 枕に して 寝れば、 吸 付 莨の 

やり取り ぐらい はでき る ほど 近い。 相 生さん が 先へ 

立って、 この 狭い 往来 を 通る と、 裁縫 をしたり、 子供 

を 寝かしたり している 神さん 達が、 みんな 叮嚀に 挨拶 

をす る。 しかし 中には 気がつかずに 何 か 話して いるの 

も 見える I 

この 部落に 住んで いる 人間が 総が かりにな つた 上に、 

その 何十 倍 か 何百 倍の ク— リ— を 使っても、 豆の 出盛 



さび 

ら、 はなはだ 淋しい。 当時の 戦争に 従事した と 云う 中 

ひと 

尉の A 君が ただ 独り 番をして いる。 この 尉官 は 陳列 所 

に 幾 十 種と なく 並べて ある 戦利品に ついて、 一々 叮嚀 

けいかん ざん 

に 説明の 労 を 取って くれる のみならず、 両人 を 鶏冠 山 

の 上まで 連れて行って、 草 も 木 もない 高い 所から、 遥 

じつれ きだん 

の 麓 を 指さしながら、 自分の 従軍 当時の 実 歴譚を こと 

ごとく 語って 聞かせて くれた 人で ある。 始め 佐 藤から 

さしつ か 

砲台 案内 を 依頼した ときには、 今日はち と 差支えが あ 

るから 四時 頃まで ならと 云う 条件で あつたが、 山の 出 

サ— ベル むち 

鼻へ 立って 洋剣を 鞭の 代りにして、 あちらこちらと 方 

角 を 教える 段になる と、 肝心の 要 事 はまる で そっちの 



はっき リ 

の 顔が 判然 分らない 頃に なって、 我々 の 馬車が よう や 

く 旧市街まで 戻った 時、 中尉 は ある 煉瓦塀の 所で、 そ 

れじゃ 私 はこ こで 失礼し ますと 挨拶して、 馬車から 下 

りて、 門の 中へ 急いで 這 入って 行かれた。 この 煉瓦の 

めぐ ひと かまえ 

塀 を 回らした 一 構 は 病院であった。 そうして 中尉の 

妻 君 はこの 病院の 一 室に 寝て いたので ある。 

これほど 世話になり、 面倒 を 掛けた 人の 名前 を 忘れ 

るの ははな はだす まん 事 だが、 どうしても 思い出せな 

い。 佐 藤に、 よろしくと 伝言 を 頼んだ 時 は、 ただ、 あ 

，ま-つち ゆ う 、.. 

の 中尉 君と 書いた。 ここに 某 中尉な どと よそよそしく 

取り扱う の は あまり 失礼 だから、 やむをえず A 君と し 



ておいた。 

A 君の 親切に 説明して くれた 戦利品の 一 々を 叙述し 

たら、 この 陳列 所 だけの 記載で も、 二十 枚 や 三十 枚の 

紙数で は 足るまい と 思う が、 残念な 事にたい てい 忘れ 

てし まった。 しかした つた 一 つ 覚えて いるものが ある- 

それ は 女の 穿いた 靴の 片足で ある。 地が 糯 子で、 色 は 

うすね ずみ てなげだん 

薄 鼠 であった。 その他の 手投弾 や、 鉄条網 や、 魚 形 水 

雷 や、 偽造の 大砲 は、 ただ 単なる 言葉に なって、 今 は 

は つ きリ 

頭の 底に 判然 残って いないが、 この 一足の 靴 だけ は 色 

どき 

と 云い、 形と 云い、 いつなん 時で も 意志の 起り 次第 

あざやか 

鮮 に 思い 浮べる 事が できる。 



戦争後 ある 露西亜の 士官が この 陳列 所 一覧の ため わ 

ざ わざ 旅 順まで 来た 事が ある。 その 時 彼 はこの 靴 を 一 

目 観て 非常に 驚いた そうだ。 そうして A 君に、 これ は 

自分の 妻の 穿いて いた ものであると 云って 聞かした そ 

きゃしゃ 

うだ。 この 小さな 白い 華奢な 靴の 所有者 は、 戦争の 際 

に 死んで しまった のか、 またはい まだに 生存して いる 

もの か、 その 点 はつい 聞き 洩らした。 

二十 四 

しろ ラま 

今まで は 白馬 を 着けた 佐 藤の 馬車に 澄まして 乗って 



いたが、 山へ かかる や 否や、 例の 泥 だらけの 掘 出し も 

のの 中へ 放り込まれて しまった。 とうてい 普通の 馬車 

では 上がれな いと 云 うんだ から やむをえない。 それで 

も 露西亜 人 だけあって、 眼に あまる 山の ことごとくに 

砲台 を 構えて、 その 砲台の ことごとくに、 馬車 を 駆つ 

てっぺん みち 

て 頂 辺まで 登れる ような 広い 路を つけたの は 感心です 

きれい いた 

と A 君が 語られる。 実際 その 当時 は 奇麗な 馬車 を 傷め 

ずに、 心 持よ く 砲台の ある 地点まで 乗りつ けられた も 

のと 見える。 ところが 戦争が すんで 往復の 必要が なく 

なった ので、 せっかく できた 山路に 手 を 入れる 機会 を 

ものずき れいらく 

失った ため、 我々 ごとき 物 数奇 は、 かように 零落した 



馬車 を さえ、 時々 復活させる 始末になる ので ある。 元 

よも か つきよ さら 

来 旅 順 ほど 小山が 四方に 割拠して、 禿 頭 を 炎天に 曝し 

あ き どしつ 

合って いる 所 はない。 樹が 乏しい 土質へ、 遠慮のない 

強 雨が どっと 突き通る と、 傾斜の 多い 山路の 側面が、 

すぐ 往来へ 崩れ 出す。 その 崩れる ものが けっして 尋常 

がんこ かどば 

の 土 じ やない。 堅い 石で ある。 しかも 頑固に 角張って 

いる。 ある 所な ど は、 五寸 から 一 尺 ほど もあろう と 云 

る •,- る...， - ふ さ 

う 火打石の ために、 累々 と 往来 を 塞がれて いる。 零落 

した 馬車 は 容赦な く 鳴動して その上 を 通る の だから、 

でこぼこ かわどこ にひゃく さんこうち 

凸凹の 多い 川床 を 渡る よりも 危険で ある。 二百 三 高地 

へ 行く 途中な ど では、 とうとう この 火打石に 降参し て 、 



たと 見えて、 叩いても 引っ張っても 石が 取れない ので、 

また のそのそ 御者 台へ 上がった。 そうして、 後に い 

る 余の 方 を ふりむいて、 にゃにゃ 笑いながら、 また 鞭 

を 鳴らし 出した。 馬 も 存外 平気な もので、 そのままと 

やまと 

うとう 大和 ホテルまで 帰って来た。 

橋 本と 余 はこう 云う 馬車の 中で、 こう 云う 路の 上に 

ゆすぶ 

揺 振られべ く 旧市街から 出立した。 あれが ス テツ セル 

将軍の 家で と 云う の を 遠くから 見る と、 なかなか 立派 

にで きている。 戦争の 烈しく ならない 時 は、 将軍が み 

ごとな 馬車 を 駆つ て そこ いら を 乗り 廻して いるの が 

はるか ゆびさ 

遥の 先から 見えた そうで ある。 A 君の 指して 教えら 



うち いたがこい 

れた 中で、 ただ 一 つ 質素な 板 囲の 小さい 家が あった。 

それが まるで 日本の 内地で 見る 普通の 木造な の だから 

珍ら しかった。 何とか 云う 有名な 将軍の 住宅 だと 説明 

された が、 不幸に して その 有名な 将軍の 名 を 忘れて し 

まった。 何でも 非常に 人望の ある 人で、 戦争のと きも 

うちじに 

一 番 先に 打 死 をした の だそう である。 ああ 云う 質素の 

家に 住んで おられた の も、 一 つ は 人望の あった 原因に 

な つ ている のでありましょう と A 君 は 丁寧に 敬慕の 意 

ひょう 

を 表される。 この 将軍 は 戦争 だけに は 熱心で、 ほか 

むとんじゃく 

の 事に はよ ほど 無頓着であった 人らしい。 この辺に あ 

る 露国の 将軍な どの 住宅 は 皆 それ 相応に 立派な ものば 



しらに ちょうかん たず 

かりで ある。 新 市街の 白 仁 長官の 家 を 訪ねた 時、 結構 

おすまい 

な 御 住居 だが、 もとは 誰の いた 所です かと 聞いたら、 

何でも ある 大佐の 家 だそう です と 答えられた。 こう 云 

けし さ 

う 家に 住んで、 こういう 景色 を 眼の 下に 見れば、 内地 

を 離れる，， 賠償に は 充分なります ねと 云ったら、 白 仁 

君 も 笑いながら、 日本 じ やとても 這 入れません と 云わ 

れ たくらい である。 

やまみち 

そのうち 馬車 は 無鉄砲に 山路 を 上って、 旅 順の 巿街 

を遥の 下にう ちゃる ようになった。 A 君 は 坂の 途中で 

車 を 留めて、 私 は 近路 を 歩いて、 御先へ 行って 御 待ち 

そばみち 

申します と 云いながら、 左手の 急な 蛆路を ずんずん 



あの 先に、 小指の 頭の ような 小さい 白い ものが 見え 

るでしょう、 あすこから こっちの 方へ 向いて 対 溝 を 掘 

出した のです と A 君が 遠くの 方 を 指さしながら 云った。 

この辺に 穴 を 掘る の は 石 を 割る と 一 般 なの だから 一 町 

そとぼり こうどう 

掘る の だって 容易な 事で はない。 現に 外濠から 窖 道へ 

通ず る路 をつ ける ときな ど は、 朝から 晚 まで 一 日 働い 

て 四十 五 サン チ 掘った のが 一 番の 手柄であった そうだ。 

余 は 余の 立って いる 高い 山の 鼻と、 遠くの 先に ある 

白い ものと を 見較べて、 その 中間に 横 わる 距離 を 

むなざんよう 

胸算用で 割り出して 見て、 軍人の 根気の 好い のに こと 

ごとく 敬服した。 全体 どこまで 掘って 来たので すかと 



ひとすみ 

土 山の 一 隅が 少し 欠けて、 下の 方に 暗い 穴が 半分 見 

てんじょう 

える。 その 天井が 厚さ 六尺 もあろう と 云う セメント 

でで き 上って いる。 身 を 横にして、 その 穴に 這い 込み 

ながら、 だらだらと 石の 廻廊に 降りた 時に、 仰向いて 

見て 始めて その 堅固な のに 気がついた。 外濠 を 崩した 

上に、 この 厚い 壁 を 破壊し なければ、 砲台 を どうす る 

事 もで きないの は攻 手に 取って 非常な 困難で ある。 し 

かも この 小さな 裂け目から 無理に 割り込んで、 一寸 二 

寸 とじり じりに セメントで 築 上げた 窖道を 専領 する 

しんぼう くら 

に 至って は、 全く 人間以上の 辛抱 比べに 違ない。 その 

時 両軍の 兵士 は、 この 暗い 中で、 わずかの 仕切り を 界1 



いくさ 

に、 ただ 一 尺 ほどの 距離 を 取つ て 戦 をした。 仕切 は 

土囊を 積んで 作った とか A 君から 聞いた ように 覚えて 

いる。 上から 頭 を 出せば すぐ 撃 たれる から 身体 を 隠し 

て 乱射した そうだ。 それに 疲れる と 鉄砲 を やめて、 両 

側で 話 を やった 事 も あると 云った。 酒が あるなら くれ 

と 強請ったり、 死体の 収容 を やる から 少し 待てと 頼ん 

だり、 あんまり 下らん から、 もう 暄嘩 はやめにしょう 

と 相談したり、 いろいろの 事 を 云い 合った と 云う 話で 

ある。 

三人 は 暗い 廻廊 を 這い 出して、 また 土 山の 上に 立つ 

す とお ぼうず やま 

た。 日 は 透き 徹 るよう に 明かる く 坊主 山 を 照らして い 



る。 野菊に 似た 小さな 花が 処々 に 見える。 じっと 日 を 

たたず かす ね 

浴びて 佇んで いると、 微かに 虫の 音が する。 草の 裏 

こうな い 

で 鳴いて いるの か、 崩れ 掛 つた 窖 内で 鳴いて いるの か 

かた 

分らなかった。 向う の 方に 支那 人の 影が 二人 見えた が、 

我々 の 姿 を 認める や 否や、 草の 中に 隠れた。 ああ やつ 

て、 何 か 掘りに 来 るんで す。 捕まる と 怖い もの だから、 

すぐに 逃げます、 なかなか 取り 抑える のが 困難です と 

A 君が 苦笑した。 

うしろがわ からぼり 

後 側 へ 回る と 広い 空堀の 中に 立派な 二階建の 兵舎 

が ある。 もとは 橋 を かけて 渡った ものと 思われる が、 

今では 下りる 事 もで きない。 兵舎の 背 はもと より、 山 



にや 笑いながら、 まあ やって やる さと 傍から 余計な 事 

を 云う。 実 を 云う と、 講演 は 馬車で ホテルに 着く や 否 

わき くん 

や、 ここの 和 木 君から も 頼まれて いる。 もっとも この 

まう たの まな て 、" 

方 は 暇がない ので、 頼まれ 放しの 体で あるが、 大 連に 

帰れば そう 多忙ら しく 見せる 訳に は 行かない。 橋 本 は 

そこ をよ く 見破って いるので、 君そう 云う ときには 快 

よく 承諾す る もの だよ とか 君の ような 人 はやる 義務が 

ある さと かいろい ろな 口を出す。 余の 大 連で しゃべら 

せられた の は 全く この 男の 御蔭で ある。 しかも 短い 時 

日のう ちに ニ遍 もやら せられた。 その内の 一 遍 では、 

云う 事が 無くって 仕方がなかった から、 私 は 今晚、 な 



た。 これ は 偏に 橋 本のい なかった 御蔭で ある。 

ご さ っぽろ 

面白い 事に、 この 演説の 勧誘 家 は その後 札幌へ 帰る 

はけ 力 力 

や 否や、 自身と 烈しい 胃病に 罹って、 急に 苦しみ 出し 

た。 それで 普通なら ば 毎週 十 時間 余 も 講義 を 持たせら 

れる ところ を、 わずか 一時間に 減らして 貰って、 その 

一 時間が 済む とすぐ に 薬 を 呑む そうだ。 旅行 中 は 君の 

病気で ある 事 を 知りながら、 無理に 講演 を 勧めて 大ぃ 

に 悪かった。 何事 も 自分で 経験 しないう ち は 分らぬ も 

ので、 こうして 胃病に 悩まされて 始めて 気が ついた が、 

痛い ときに 演説な どが できる 訳の もので は、 けっして 

-ケ る 

ない。 君が あの 際 奮って 演壇に 立った の は 実際 感心で 



にひゃく さんこうち 

ると 佐 藤が、 あした は 朝のう ち 一 一 百 三 高地の 方 を 見た 

ら 好かろう、 案内 を 出す からと 云って くれる。 余 も 好 

かろうと 答えた。 すると、 大した 案内に も 及ぶまい と 

笑いながら 相談 を 掛けた。 我々 は 一私人で、 ただ 遊覧 

ぢ おや. 1J- 

に 来たの だから、 公 の 職務 を 帯びて いる 人 を 使って 

はすまない が、 せっかく 案内 をつ けて くれる と 云うな 

ら、 小 使で も 何でも 構わない。 非番 か 閑散の 人 を 一人 

世話して くれと 頼んだ。 これ は 正直 恐れ入った 本当の 

けんそん 

謙遜で ある。 その 時 佐 藤 は 懐中から 自分の 名刺 を 出し 

あした 

て、 端の 方に 鉛筆で 何 か 書いて、 じ や 明日の 朝 八 時に 

この 人が 来る から、 来たら いっしょに 行く が 好い と 



うと ころに よると、 六月から + 二月まで 屋根の 下に 寝 

た 事 は 一 度 もなかつ たそうで ある。 あるとき は 水の 

たま みぞ ぬ くちびる 

溜った 溝の 中に 腰から 下 を 濡らして 何時間で も 唇 の 

色 を 変えて 竦んで いた。 食事 は 鉄砲 を 打たない 時 を 

見 計って、 いつでも 構わず 口中に 運んだ。 その 食事 さ 

■ つま 

え 雨が 降って 車の 輪が 泥の 中に 埋 つて、 馬の 力で は ど 

うんぱん ま ね 

うしても 運搬が できなかった 事 も ある。 今 あんな 真似 

を すれば 一 週間 経たない うちに 大病人になる にき まつ 

ら 1. こ 

ています が、 医者に 聞いて 見る と、 戦争のと き は 身体 

そしょく 

の 組織が しばらくの 間に 変って、 全く 犬 や 猫と 同様に 

な るんだ そうです と 笑って いた。 巿川君 は 今 旅 順の 巡 



したろう かな どと 思い浮かべる 暇 も 出なかった。 ただ 

と すま 

頭へ ぴかぴかと、 平たい 研ぎ 澄した ものが 映った。 

やまと 

余 は 大和 ホテルの 二階から もこの 晴 やかな 色 を 眺め 

た。 ホテルの 玄関 を 出たり 一 通 入ったり するとき にも こ 

の 鋭い 光の 断片に 眼 を 何度と なく 射られた。 それでも 

はげ きれい 

単に 烈しい 奇麗な 色と 光 だな と 感ずる だけであった。 

佐 藤から 港内 を 見せて やる からと 案内され るまで は、 

とうて い 港内 は 人間の 這 入る ところではない くらいに 

頭の 底で、 無意識ながら 分別して いたらし い。 

さあ 行 くんだ と 催促され た 時 は、 なるほど 旅 順に 来 

る 以上、 B 促されなければ ならん はずの 昜処へ 行 くん 



次第の 速力で、 思う 通りの 方角へ 出た。 港の 入口で は 

ここ かしこの 潜水器へ 船の 上から 空気 を 送って いる。 

船の 数 は十艘 近くあった。 みんな 波に 揺られて 上った 

さが もと たいら 

り 下ったり している。 我々 五 人の も 固より 平で はな 

い。 鏡の ように 見えた 湾の 入口が こうまで 動いて いる 

と は 思いがけなかった。 波で 身体の 調子が 浮いたり 沈 

んだ りする 上に、 強い 日が 頭から # りつけ るので、 少 

し 胸が 悪くな つた。 河 野さん は 軍人 だから、 そんな 事 

に 気の つく はずがない。 ああ 云う 啣 筒で 空気 を 送る の 

は 旧式で ね、 時々 潜水夫 を 殺して しまいます よと 講釈 

をして いる。 田 中 君 はふ うんと さも 感心した らしく 聞 



インチ ゆわ 

り 壊して、 それ を 六 吋 の 針金で 結えて、 そうして 六 百 

トン かんちょう 

噸の ブイ アン シ— の ある 船 を、 水で 重く した 上、 干潮 

さく じ 

に 乗じて 作 事 をして おいて、 それから 満潮の 勢いと 啷 

筒の 力で 引き揚げ るの だそう だ。 しかし 我々 が 眺めて 

いた 時 は、 いつまで 立っても、 何も 楊って 来そう にな 

かった。 

港の 入口 は 左右から 続いた 山 を 掘り 割った ように 岸 

そび 

が 聳えて いて、 その上に 砲台が ある。 あすこから 

探海灯で 照らされ ると、 一 番 困る。 まるで 方角 も 何も 

分らな くな つ てし まう と 河 野さん が 高い 処を 指さした _ 

やがて 小 蒸気 は 煙り を 逆に 吐いて 港内に 引返した。 



らね、 少し 時間が 取れる かも 知れない から、 田 中さん 

おさき そば 

に、 どうか 御先へ と 云って くれと 頼んだ。 すると 傍に 

いる 橋 本が 例の ごとく、 そり やい かんよと 云い 出した。 

せっかく 誘って くれる もの を、 そんな 挨拶 をす る 法 は 

ない ぜと、 また 長い 説教が 始ま りそうで 恐ろしく なつ 

たので、 仕方がな いから うんよ しょし、 それじゃ あね、 

は 、- 

今 湯に 這 入 つ て いますから、 すぐ 行きます つ てそう 

云って くれ、 よく 云 うんだ よ、 分った かねと 念 を 押し 

てす ぐ 風呂に 飛込んだ。 

そうして、 少しも 弱った 顔 を 見せずに みんなと 連れ 

立って、 ホテル を 出た。 空 はよ く 晴れて、 星が 遠くに 



事 を 云って いた。 

いとまごい おく 

白 仁さん のと ころへ 暇 乞 に 行った ので 少し 後れて 

着く と、 スキ焼 を 推挙した 田 中 君が もう 来て いた。 田 

中 君 も 鶉の 御 相伴と 見える。 佐 藤 は 食卓の 準備 を 見る 

は い せんだい ひら はかま 

ために、 出た リ這 入ったり する。 立派な 仙 台 平の 袴 

を 着けて はいるが、 腰板の 所が 妙に 口 を 開いて、 まる 

はまぐ リ うしろ さが 

で 蛤 を 割った ようで ある。 そうして、 それ を 後 下 

リに 引き摺つ ている。 それでもって、 さあ 食おうと 

云って、 次の間の 食堂へ 案内した。 西洋 流の 食卓の 上 

かいせきぜん 

に、 会席膳 を 四つ 並べて、 いよいよ 鶉の 朝飯と なった _ 

まず 御 椀の 蓋 を 取る と、 鶉が いる。 いわゆる 鶉の 御 



短冊 を 出した。 それ を 傍へ 置いて 話 をして いると、 一 

つ 書こう じ やない かと 催促す る。 ム マ 考えて いると ころ 

だと 弁解す ると、 ああそうかと 云って、 また 話 をす る _ 

て わか ふる みやこ うずら 

しまいに 墨 を 磨って、 とうとう 手 を 分つ 古き 都 や 鶉 

鳴く と 書いた。 佐 藤の 事 だから 何 を 書いた つて 解る ま 

いと 思った が、 佐 藤 は 短冊 を 取上げて、 何 だ 年 を 分つ 

古き 都 やと 読んで いた。 

うずら はら かか かんじょう 

鶉の 腹 を 抱えた なり、 ホテルへ 帰って 勘定 を 済ま 

して、 停車場へ 駆つ ける と、 プラット フォ ー ムに 大き 

な 網 籠が あった。 その 中に 鶉の 生きた のが いっぱい 

這 乃って 雛鳥 を 詰めた ようにむ くむく 動いて いる。 発 



のんき 

用いたり する。 毎日 飯 を 食って 呑気に 出歩いて いるよ 

うな ものの、 内心で はこ リゃ たまらな いと 思う くらい 

くる まぎ 

であった。 大 連の 病院 を 見に 行った とき、 苦し紛れに、 

かさい くん 

案内 をして くれた 院長の 河 西 君に 向って、 僕 も 一 つ 診 

察 を 願おう かなと 云ったら、 河 西 君 はとんだ お客様 だ 

ち )t こ 

というよ うな 顔 もせず、 明日の 十 時 頃い らっしゃ いと 

親切に 引き受けて くれた。 ところが 明日の 十 時 頃に な 

ると、 診察の 事 はまる で 忘れて しまって、 相 変らず 鳥 

打 帽子 を 被って、 強い 日の 下 を 焦げながら、 駆け 廻つ 

た。 

橋 本が、 全体 どこまで 行く つもりなん だいと 聞く か 



なび まえび さし 

に 吹かれて ひらひらと 靡いて いる。 余 は 鳥 打の 前廂 

せな 

を 深く 下げて なるべく 曰に 背 を 向ける ようにして いた _ 

のち 

苦しい 十五 分か 廿 分の 後車 はよう やく 留まった。 軌 

道の 左側 だけが、 畠 を 切り開いて 平らに して ある。 眼 

ぢ お 

を蔽ぅ 高粱の 色 を、 百 坪 余り 刈り取って、 黒い 砂地に 

した 迹へ、 左右に 長い 平屋 を 建てた。 壁の 色 もま だ 新 

しかった。 玄関 を 這 入って 座敷へ 通る と、 窓の 前 は 二 

間 ほどし かない。 その 縁に 朝顔の ような 草が 繁 つてい 

から つえ つる 

るが、 絡まる 竹 も 杖 もない ので、 蔓と 云わず、 葉と 云 

わず、 花 を 包んで 雑然と 簇 がるば かりで ある。 朝顔の 

下 はすぐ 崖で、 3 室の 向う は £ い 河原になる。 水 は 崖の 



ばらと 散る。 渚よりも 恐ろしい 砂地で ある。 冷たく 

さえなければ、 跣 足に なって 歩いた 方が 心 持が 好い。 

まないた ひきず ひとあし あと はがゆ 

俎 を引摺 つていて は 一 足 ごとに 後し ざるよう で 歯痒 

いたがこい のぞ 

くなる。 それ を 一町 ほど 行って 板 囲の 小屋の 中を視 

ゆ おけ ふち 

き 込む と、 温泉が あった。 大きい 四角な 桶 を 縁まで 地 

の 中に 埋け 込んだ と 同じような 槽 である。 温泉 はいつ 

たま 

ぱい 溜って いたが、 澄み切って 底まで 見える。 いつの 

間に 附着した もの やら 底 も 縁 も 青い b で 色取られ てい 

る。 橋 本と 余 は 容赦な く 湯の 穴へ 飛び込んだ。 そうし 

いきうめ 

て 遠くから 見る と、 砂の 中へ 生埋 にされ た 人間の よう 

に、 頭 だけ 地平線の 上に 出して いた。 支那 人の 中には、 



とか 云って、 こう 云う 山 を 形容す る 言葉が たくさん あ 

るが、 日本に は 一 つも 見当らない。 あれ は 何と 云う 山 

そま ぢぢし *7 くん 

だろうと 傍に いる 大重 君に 尋ねたら、 大重君 も 知らな 

かった。 大重君 は 支那 語の 通訳と して 橋 本に 随 いて 

蒙古 ま で 行った 男で ある。 余の 質問 を 受ける や 否や ど 

こかへ 消えて 無くなつ たが、 やがて 帰って来て、 

こま じょ ラし 

高麗 城 子と 云 うんだ そうです と 教えて くれた。 土人 を 

つら もと しなおん 

捕まえて 聞いて 来たの だそう である。 固より 支那 音で 

教わった の だが、 それ は 忘れて しまった。 

ぬ てぬぐい そば 

濡れ手 拭 を 下げて、 砂の 中 を ぼく ぼく 橋の 傍まで 

帰って来 ると、 崖の 上から 若い 女が 跣 足で 降りて 来た。 



明日 は 梨 S- を 見に 行 くんだ と 橋 本から 申し渡され 

よろ とこ 

たので、 宜しい と受 合った 上、 床に ついた ような もの 

の 実 を 云う と 例の トロで 揺られる のが 内心 苦になった。 

その せいでも なかろう が、 容易に 寝つ かれない。 橋 本 

いびき ごうとう 

はもう 鼾 を かいている。 しかも 豪宕な 鼾で ある。 

とんす や ぐ すそ 

緞子の 夜具の 中から 出るべき 声 じ やない。 まして 裾の 

きんびょうぶ 

方に は 金屏風が 立て 回して ある。 

こさめ 

明日に なると、 空が 曇って 小雨が 落ちて いる。 窓 か 

ら首を 出して、 一 面に 濡れた 河原の 色 を 眺めながら、 

おれ は 梨 畑 を やめて 休養しょう かしらと 云い 出した。 



る 事 は 分った が、 依然として 口 は 利かなかった。 

のち ステ， I シ ヨン 

苦しい 十五 分の 後車 はまた 停車場に 着いた。 御 客 は 

すぐ 汽車に 乗って 大 連の 方へ 去った。 下女 は みんな 温 

ひと はいかい 

泉 宿へ 帰った。 余 は 独り 構内 を 徘徊した。 いわゆる 器 

械 トロなる もの は 姿 さえ 見せない。 そこへ 駅員が 来て、 

まつや ま はるか 

今 松 山 を 出た そうです からと 断った。 その 松 山は遥 

向う にある。 余 は 軌道の 上に 立って、 一直線の 平たい 

みち けしき 

路を 視力の つづく 限り 眺めた。 しかし トロの 来る 気色 

はまる でなかった。 



宿屋の 者と もっかず、 駅の 者と もっかない 洋服 を 着 

た 男が ついて 来た。 この 男の 案内で 村へ 這^る と、 路 

は 全く 砂で ある。 深さ は 五六 寸 もあろう と 思われた。 

土で 造った 門の 外に 女が 立って いたが、 我々 の 影 を 見 

きせる 

る や 否や 逃げ込んだ。 手に 持った 長い 煙管が 眼に つい 

た。 犬が 門の 奥で しきりに 吠える。 そのうちに 村は尽 

あすか やま 

きて 松 山に かかった。 と 云う と 大層 だが、 実は 飛鳥 山 

の 大きい のに、 桜 を 抜いて 松を植 替えた ような もの だ 

から、 心 持の 好い 平庭 を 歩る くと 同じで ある。 松 も 三 

はるさき 

四十 年の 若い 木ば かり 芝の 上に 並んで いる。 春先 弁当 



て 見た が、 腹が 太く つて、 背が 低く つて、 総体が 丸く 

たくま ばんじ 

逞しく つて、 万事 邪気の ないような 好い 動物で ある。 

橋 本に 騾馬の 講義 を 聞く と、 まず 騾と 鴃鍉の 区別から 

始める ので、 真率な 頭脳 をた だいた ずらに 混乱させる 

ばかり だから、 黙って 鞍の ない 裸 姿 を 眺めて いた。 騾 

馬 は 首 を 伏せて しきりに 短い 草 を 食って いた。 

かんのんびらき 

門の 突き 当りが いわゆる 客間で あるが、 観音 扉 を 

左右に 開けて 這 入る ところ なぞ は 御寺 に似てい る。 中 

きた 

は 汚ない ものであった。 客で も 招待す る ときには、 臨 

時に 掃除 をす るの かと 聞いたら、 そうだと 答えて いた _ 

主人に 挨拶 をして また 松 山 を 抜けたら、 松の 間に 牛が 



つ あわ 

御 神さん は 余 を 一 一 つ 接ぎ 合せた ように 肥えて いる。 そ 

れで 病気 だそう だ。 始めは どこの もの だか 分らな か つ 

たが、 御 神さん と 知って、 調子の 下女と 違って いるの 

に 驚いた。 御 神さん は その 体格の 示す ごとき 好い 女で 

あった。 どうして あんなす れっから しの 下女 を 使い こ 

なす かが 疑問に なった くらいで ある。 帳面 を 前へ 置い 

ひざ 

て、 どうぞと 手 を 膝の 上に 重ねた。 その 膝の 厚さ は 八 

寸 ぐらい ある。 

< I ジ ほ ぽぅ 

帳面 を 開ける と、 第 一 頁 に 林学 博士の H 君が 「本邦 

さんすい ふる 

の 山水に 似たり」 と 揮って しまった あとで ある。 その 

次に は どこ どこ 聯隊 長 问の なにがしと 書いて ある。 



その 地面に は 赤黒い 茨 のよう な 草が 限りなく 生えて 

いる。 始めは 蓼の 種類 かと 思って、 橋 本に 聞いて 見た 

ら橋本 はすぐ 冠 を 横に 振った。 蓼 じ やない 海草 だよ 

ちた 

と 云う。 なるほど 平原の 尽きる 辺り を、 眼 を 細く して、 

みき わ 

見 究める と、 暗くな つた 奥の 方に、 一筋 鈍く 光る もの 

うみべ 

が あるよう に 思われる。 海辺 かなと 橋 本に 聞いて 見た。 

その 時日 はもう 暮れ かかって いた。 際限 もな く蔓っ 

も- P あお 

ている 赤い 草の あなた は 薄い 靄に 包まれて、 幾らか 蒼 

そば 

くな りかけ た 頃で ある。 あからさまに 目に 映る すぐ 傍 

を よくよく 見つめる と、 乾いた 土で はない。 踏めば 靴 

の 底が 濡れそう に 水気 を 含んで いる。 橋 本は鹹 気があ 



ほ がら あご 

判然して いた。 眼も朗 かであった。 頰 から 顎 を 包む 

こせん やわらか み と 

弧線 は 春の ように 軟 かった。 余が 驚きながら、 見惚 

れ ている ので、 女 は 眼 を 反らして、 空 を 見た。 余が 立つ 

ている 間、 三人 は 少しも 口 を 利かなかった。 

青 林 館の 主人 は 自分 ほどこの 女に 興味がなかった と 

見えて、^; 加減に 歩 を 移して、 突き 当りの 部屋に 這 入つ 

た。 そこ も 狭い 土間で、 中央に は 普通の 卓上が 据えて 

あった。 それ を 囲んで 三人の 男が 食事 をして いる。 

さら こばち はしち やわん きた 

皿 小鉢から 箸 茶碗に 至る まで 汚ない 事 はなはだしい。 

卓に 着いて いる 男に 至って はなお さら 汚なかった。 ま 

るで 大 連の 埠頭で 見る 苦力と 同様で ある。 余 はこの 



に 魅^られて 身動きの できない 様子と しか 受取れ ない。 

盲目 は 彼の 眼の 暗い ごとく、 暗い 顔 をして、 悲しい 陰 

気な、 しかも 高い 調子の 胡弓 を 擦り 続けに 擦って いる。 

左の 方に 立って いる 女の 一人が 余 を 見た。 それが きむ 

やぶにらみ 

べき 藪 睨であった。 日の目の 乏しく つて 暮 やすい 室 

のうちで、 この 怪しい 団体 はこの 怪しい 音楽 を 奏して 

そで 

夢中で ある。 余 は 案内の 袖 を 引いて すぐ 外へ 出た。 

四十 

ま ち 

橋 本 は 遠い 所へ 豚 を 見に 行った。 何でも 巿 街から 一 



- つま 

く埋 つてし まう 都合に なって いますと 木戸 君が 語られ 

かわべ 

た。 河 辺に 立って 岸と 岸との 間 を 眺めて いると、 水の 

量が 泥の 量より 少 いくらい 濁った ものが 際限な く 押し 

寄せて 来る。 五 万年 は 愚か、 一 二 力 月で 河口 はすつ か 

り 塞がって しまいそう である。 それでも 三千 噸 ぐらい 

な 汽船 は 苦 もな く のそのそ 上 つ て 来る と 云 うんだ から 

ちと 

支那の 河 は 無神経で ある。 人間に 至って は 固より 無 神 

ゆうぜん 

経で、 古来から この 泥水 を 飲んで、 悠然と 子 を 生んで 

今日まで 栄えて いる。 

サンバ ン と 云う 船が ここ かしこに 浮か んで 形に 合し 

て は 大き 過ぎる ぐらいな 帆 を 上げて いる。 帆の 裏に は 



ないから、 船を棄 てて 氷の 上へ 上って、 乗り捨てた 船 

を 引き摺って 向う側へ 出て、 ようやく また 船に 乗った 

あるじ じつれ きだん 

と 云う 話が ある。 これ は 主人の 実歴談 である。 

ち ) 

サン パン は 妙な ところへ 着いた。 岸 は 芦 を 畳んで で 

あしがき 

きている。 石垣ではなくて 芦垣で ある。 こうしな けれ 

ば 水の 力で 浚われる 恐れが あると 云う。 芦 はいくら で 

も 水 を 吸い込んで 平気で いるから 無難 だと 見える。 細 

こうじ 

い 小路 を 突き抜け ると、 支那 町の 真中へ 出た。 妙な 

におい さっき 

臭が する。 先刻から 胸が 痛む ので ポッケ ット から、 

粉薬 を 出して 飲もうと する が あいにく 水がない。 一滴 

の くだ ご くる 

の 飲料 も 用いずに 散薬 を 呑み 下す 方法 は、 その後 苦し 



まぎ ふんべ つ 

紛れに 発見した 分別 だが、 この 時 はま だ それほど 老練 

な 患者で ない ので、 拝む ように 主人 を 煩わした。 主 

+6 ゴ 

人 はええ 訳はありません と 云いつ つも、 ずいぶん 烈し 

みちばた すく 

く 引 張り 廻した 上、 ほとんど 苦しく つて 道 傍に 竦み そ 

は い ぼん さハ 

うにな つた 頃、 ようやく 一軒の 店へ 這 入った。 盆栽な 

す 力と 

どの 据えて ある 中庭 を 通り抜けて 角の 一 部屋へ 案内 さ 

れ たが、 水 は なかなか 出る 様子がない。 そのうち、 こ 

しよ-つ 

ちらへ と 云って また 二階へ 招せられ た。 虫の ように 

段々 を 上 つ て 廊下から 室へ 這 入る と、 日本人が 二三 人 

事務 を 執って いる。 さあ どうぞと 椅子 を 与えられ たの 

で、 挨拶 をして 始めて 解った が、 水 を 貰いに 飛び込ん 



へ 行っても 橋 本 博士、 橋 本 博士と 云う。 新聞 を 折々 読 

むと きっと 橋 本 博士と 出て いる。 しまいに はおい また 

すま 

博士 だよ と 注意す るの が 面倒に なった。 橋 本 も 澄し 

返って いる。 もっとも 澄まし 返さな くった つて、 一々 

博士じゃありません と 訂正して 歩く 訳に 行く もの じ や 

おぼえ ふ ざん ばかん 

ない。 こう 云う 余に も覚が ある。 釜 山から 馬 関へ 渡 

たくしょく みね はちろう くん あ 

る 船中で、 拓殖 会社の 峰 八 郎君の 妻 君に 逢った とき、 

まじめ 

八 郎君 は 真面目な 〔# 「な」 は 底本で は 「を 匕 顔 をして 

これ は 夏 目 博士と 引き合した。 すると 妻 君が 御名 前 は 

て、 ね、 おじぎ 

かねて 伺つ ており ますと 叮嚀に 御辞儀 をされ るから、 

余 もやむ をえず、 は あと 云った なり 博士ら しく 挨拶 を 



無尽蔵の 虫の 音に 包まれながら 歩いた。 

今 考える と、 なかなか 風流で ある。 筆 を 執って 書い 

ぎしゅく し だいて つつい でん こうや けいしょく 

ていても、 魏叔 子の 大鉄椎 の 伝に ある 曠野の 景色が 

眼の 前に 浮んで くる。 けれども 歩いて いる 途中 は 実に 

苦しかった。 飯の 菜に 奴豆腐 を 一 丁 食った ところが、 

は い いしばい かたま リ 

その 豆腐が 腹へ 這 入る や 否や 急に 石灰の 塊 に 変化し 

て、 胃の 中 を 塞いで いるよう な 心 持で ある。 腮の奥 か 

た ち つばき 

ら 締めつ けられて、 やむをえない 性質の 唾液が 流れ出 

す。 それに 誘われる ままに してお くと、 i! きたくなる _ 

せめて 口中の 折 合で もと 思って、 少し 抵抗 しにかかる 

と、 足が 竦んで 動け なくなる。 余 は 幾度 か 虫の 音の 中 



なければ ならない。 四方 を 石で 畳 上げた 中へ 段々 を 三 

つ ほど 床から 下へ 降りる と 湯 泉に 足が 届く。 軍政 時代 

に 軍人が 建てた もの だから かなり 立派に できて いる 代 

りに すこぶる 殺風景で ある。 入浴 時間 は 十五 分 を 超 ゆ 

ベ か ら ずな ど と 云う 布告め いた ものが まだ 入口に 貼付 

けて ある 通りの 構造で ある。 犯則 を 承知の 上で、 石段 

に 腰 を かけたり、 腹 ^ に 身 を 浮かしたり、 頰杖を 突い 

て 倚り かかったり、 いろいろの 工夫 を 尽くした 上、 表 

へ 出て 風呂場の 後へ 廻る と、 大きな 池が あった。 若い 

男が 破 舟の 中へ 這 入って しきりに 竿 を 動かして いる。 

たぐいまれ 

おいこの 池 は 湯 か 水 かと 聞く と、 若い 男 は 類 稀なる 



見慣れない 女が いた。 どこから 来た もの か 分らない が、 

むらさき はかま は 

紫 の 袴 を 穿いて、 深い 靴 を 鳴らして、 その 辺 を往っ 

たり 来たりす る 様子が、 どうしても 学校の 教師 か、 女 

生徒で ある。 東京で こそ 外へ さえ 出れば、 向う から 眼 

びょうぼう くさはら 

の 中へ 飛び込んで くる 図 だが、 渺茫 たる 草原の いず 

かよう ぶんさい ひとみ 

く を 物色した つて、 斯様な 文 采は眸 に 落ちるべき は 

おもむき 

ずで ない。 余 はむしろ 怪しい 趣 を もって、 この 女の 

姿 をし ばらく 見つめて いた。 

室に 帰って また 寝た。 眼が 覚める と 窓の 外で 虫の 声 

さび 

がする。 淋しくな つたから、 西洋 間へ 出て、 長椅子の 

上に 腰 を かけて、 謡， - をうた つた。 無論 出鳕 目で ある。 



慮した 方が 紳士だろう という 事に 相談が いっか 一 決し 

てし まった。 停車場に は 宿屋の 馬車が 迎えに 来て いた。 

やはり 泥の 中から 掘 出して、 炎天で 乾かした ように 色 

が 変って いる。 荷物と 人間 をぐ るに 乗せて、 構内 を 離 

ぎょしゃ す さま むち とうげ 

れるゃ 否や、 御者が 凄じく 鞭 を 鳴らした。 峠を越す 

& 舎の 乗合馬車よりも 手荒な 取扱 方で ある。 広い 通り 

は それほど でもない が、 しだいに 城内に 近づく に 従つ 

ぼうぼう おうらい 

て、 今まで 野原 同然に 茫々 としていた 往来が、 左右の 

店の 立 込んで 来る と共に 狭くなる 上に、 鉄道馬車 がそ 

の 真中 を 駆けつつ ある にもかかわらず、 烈しい 鞭の 影 

は 一 分に 一 S ぐらい はきつ と 頭の 上で 閃めいた。 馬 は 



無理に も 急がなければ ならない。 けれども 奉 天 だけ 

あって、 往来の 人 は 馬車の 右に も 左に も、 前に も 後に 

も、 のべつ に 動いて いる。 そこへ 騾馬 を 六 頭 も 着けた 

荷車が くるの だから、 牛 を 駆る ようにの ろく 歩いた つ 

て 危ない。 それ だのに 無人の境 を 行く がごと くに 飛 

ともがら 

ばして 見せる。 我々 のよう な 平和 を 喜ぶ 輩 はこの 車 

に 乗って いるの がすで に 苦痛で ある。 御者 はもち ろん 

ほこり べんぱつ 

チャンチヤンで、 油に 埃の 食い込んだ 辮髪 を 振り 立 

てながら、 時々 満洲の 声 を 出す。 余 は 八の字 を 寄せて、 

馬の 尻 をす かしつつ 眺めた。 そうして、 みだりに 鞭 を 

や ) J きげん 

瘠せ 骨に 加えて、 旅客の 御機嫌 を 取る の は、 女房 を 叱つ 



まろう ど たぐい 

て 佳賓 を もてなす の 類 だと 思った。 

ほく リょぅ 

現に 北 陵 から 帰リ がけに、 宿 近く 乗りつ ける と、 左 

り 側に 人が 黒山の ようにた かってい る。 その 辺 は 支那 

にくまんじゅう まめそう めん きた 

の 豆腐 やら、 肉饅頭 やら、 豆素麵 など を 売る 汚ない 店 

すきま かた 

の 隙間な く 並んで いる 所で あつたが、 黒い 頭の 塊 まつ 

のぞ す 

た 下を視 くと、 六十ば かりの 爺さんが 大地に 腰 を 据え 

リ ようずね 

て、 両脛を 折った なり 前の 方へ 出して いた。 その 右 

ひざ えぐ ぬ 

の 膝と 足の甲の 間 をニ寸 ほど、 強い 力で 刳り抜い たよ 

すべ 

うに、 脛の 肉が 骨の 上 を 滑って、 下の 方まで 行って、 

ちぢ ざくろ つぶ たた 

いっしょに 縮れ 上って いる。 まるで 柘榴を 潰して 叩き 

つけた 風に 見えた。 こう 云う 光景に は K れ ているべき 



あや 

持 を 起す 以外に、 特別な 采を いっこう 具えて いなかつ 

ひといろ ふうりん 

た。 木 も 瓦 も 土 も ほぼ 一 色に 映る 中に、 風鈴 だけが 器 

用に 緑 を 吹いて いただけ である。 瓦の 崩れた 間から 長 

い 草が 見えた。 廂の 暗い 影 を 掠めて 白い 鳩が 二 羽 飛ん 

だ。 余 は 久しぶりに 漢詩と いう ものが 作りた くな つた。 

まと 

待って いる 間 少し 工夫して 見た が、 一句 も 纏まらない 

かか きょうしゅ 

うちに、 橋 本が 筆と 墨 を 抱えて 出て 来たので 興趣 は 

破れて しまった。 

このほか にこの 門から 得た 経験 は、 暗い 穴 倉の なか 

で、 車に 突き 当り はしまい かと 云う 心配と、 煉瓦に 封 

ちリほ 一 J り 

じ 込められた 塵埃 を 一 度に 頭から 浴びる と 云う 苦痛 



だ。 顔が 似て いるから 間違えた のか、 様子が 御供ら し 

いから 間違えた のか は、 つい 聞き 亂 して 見なかった。 

窓の 外に 大きな 甕が & けて ある。 我々 の 汗 や 垢が 例の 

酸っぱい 水と いっしょ になって、 朝に 晚に 流れ込んで 

いるの だから、 時々 汲み出さなければ 溢れる ほど 溜つ 

てんびんぼう 

てし まう。 それ を 支那の 下男が 石油 缶へ 移して 天秤棒 

で 担いで、 どこかへ 持って行く。 風呂に 浸りながら、 

どこへ 持って行 くんだろう なと 考えた。 余計な 心配の 

よう だが 余 はこの 汚水が 結局 どう 片づ けられる かの 処 

置 を 想像して 見て、 少しく 恐ろしく なった。 

これでいて 御馳走が むやみに 出る。 胃の 悪 い 余の ご 



四十 八 

黒い 柱が 二 本 立って いる。 扉 も 黒く 塗って ある。 

鋇は飯 茶碗 を 伏せた ように 大きく 見える。 支那 町の 

真中に こんな 大名屋敷に 似た 門が あろうと は 思いが け 

なかった。 門 を 這ん ると また 門が ある。 これ は 支那 流 

たたき 

にで きていた。 それ を 通り越す と 幅 一間 ほどの 三 和 土 

ま つ すぐ 

が 真直に 正面まで 通って いる。 もっとも 左右 共に 家 続 

きで あるから、 四角な 箱の 中 をが らん 胴に して、 その 

たたき たど 

屋根の ない 真中 を、 三 和 土を迪 つて 突き 当る 訳になる _ 

肋骨 君の 説明 を 聞いて 知った の だが、 この 突 当りが 



きた どじょう くびすじ 

汚ない 爺さんが 泥鰌の ような 奴 を あた じけ なく 頸筋へ 

さま 

垂らして いたの を 見て、 ひどく 興を覚 したせ いだろう _ 

これほどの 肋骨 君 も 正 房の 応接間 は 西洋 流で 我慢し 

ている。 その 隣の 食堂で は 西洋 料理 を 御馳走した。 そ 

れ から 襯衣 一枚で 玉 を 突く。 その 様子 はけつ して 支那 

じ やない。 万事 橋 本から 聞いた より 倍 以上 活潑 にで き 

て いると ころ を もつ て 見る と、 振え 付きたい は少々 言 

い 過ぎた のか も 知れない。 肋骨 君 は 戦争で 右 か 左 か 

どっち かの 足 を 失く した。 ところが それが どっち だか 

分らない くらい、 自由自在に 起ったり 坐ったり する。 

そうして 軍人に 似合わな いような 東京 弁 を K う。 どこ 



相手に、 行く行く 話 をした。 満洲の 日 は 例によって 

しゅうごう あざ や 

秋毫 の 先 を 鮮 かに 照らす ほどに 思い切つ たもので あ 

まぶ か かぶ み か づ き が た ひさし 

る。 眉 深に 鳥 打帽を 被っても、 三日月形の 廂 では 頰 

から 下 を どうす る 事 もで きないので、 直下に 射り つけ 

ひづめ か 

られる 所 は 痛い くらい ほてる。 そこへ 馬の 蹄に 搔き 

ほこ：：' +P. つちう 

立てられた 軽い 埃が、 車の 下から 濛々 と 飛んで 来る。 

番頭 は、 結構な 御 日和です、 少し 風で も 吹いたら こん 

な ものじゃありません と 喜んでい る。 そのうち 馬車が 

家 を 離れ て 広い 原へ 出た。 原 だから 無論 樹も草 も 見え 

な いのは 当然 だが、 遠く 眺める と、 季節 だけに 青い も 

うわがわ 

のが 際限の ない 地の 上皮に、 幾 色 かの 影に なって、 一 



ら ま 

あった。 云う まで もな く 騾馬に 引かして いる。 まず 日 

は や うしぐ る ま 

本の 昔に 流行った 牛車 の 小ぢん まりした ものと 思え 

さしつ か が 

ば 差支えな いが、 見たところ は 牛車よりも かえって 雅 

である。 その代り 乗って る 人間 は 苦しい そうだ。 余 は 

この 車の ごろごろ 行く ところ を 見て、 輓 たり※ 〔# 「車 

+ 兀」、 555- どたりと 形容した くな つた。 輓の字 も※ 〔# 

「車+ 兀」、 の 字 も 判然たる 意味 を 知らないの だが、 

乗って る 人 は 定めて 輓※ 〔# 「※し は 「車 + 兀」、 555-4U 

たる ものに 相違な かろうと 思った からで ある。 実 を 云 

うと 輓※ 〔# 「車+ 兀」、 555-S たる もの は 支那の 車ば か 

りで はない。 こう 云う 自分 も はなはだ 危 しかった。 一 



はず 

どが 列 を 外れて 往来へ 差し出て いるの を、 通りながら 

潜り 抜けたり、 撓 わしたり して 行き過ぎる のが 何より 

さ き ひ ら 

愉快だった。 路も 先刻より は 平たくな つて、 真白に 草 

つらぬ 

と 木の間 を 貫いて いる。 ある 所に は 大きな 松が あつ 

うみべ 

た。 葉の 長さが 日本の 倍 もあって 色 は 海辺の それより 

も 黒い。 ある 所 は 荒れ果てた 庭園の 化に 見えた。 そう 

ぞうき ひとめ 

云う 場所へ 来る と、 馬車の 上から 低い 雑木 を 一目に 二 

丁 も 眺められる。 向う に 細長い 石碑が 立って いた。 模 

こ < じ 

様 だけが 薄く 見える が、 刻字 は 無論 分らな か つ た。 

しばらく すると、 路が 尽きて 高い 門の 下へ 出た。 門 

は 石 を 畳んだ 三 つ のァ— チ からでき 上 つ て いるが、 



ァ— チの 下まで 行く に はだい ぶ 高い 石段 を 登らなくて 

ま ， J 

はならない。 門の 左右に は 大きな 竜が 壁に 彫り 込んで 

あった。 これが 正門です がね、 締切り だから 壁へ 添い 

て 廻 るんで すと 云って、 馬 を 土 堤の ような 高い 所へ 上 

げた。 右 は 煉瓦の 壁で ある。 それが ところどころ 崩れ 

かかって いる。 左 は だらだらの 谷で 野葡萄 や 雑木が 

19 きま かろ 

隙間な く 立て込んだ。 路は 馬車が 辛うじて 通れる ぐら 

い 狭い。 そこ を 廻って 横手の 門から 車 を 捨てて 這 入る 

ひとかかえ 

と、 眼が すっきりと 静まった。 一抱 も ある 松ば かり 

が遥の 向まで 並んで いる 下 を、 長方形の 石で 敷きつ 

もの さ 

めた 間から、 短い 草が 物 寂び て 生えて いる。 靴の 底が 



から 石段 を 登って 壁の 上へ 出る と、 廟の後 だけが 

はん! h つ： h 、- まく リ よう 

半月形に なって いわゆる 北 陵 を 取り巻い ている。 

支那の 小僧が 跣 足で 跟 いて 来た。 番頭 を 捕まえて し 

きりに こそこそ 何 か 云って いる。 番頭に 聞く と、 ええ 

あいまい 

なにと 曖昧な 答 をす る。 また 聞き返し たらこう 云った。 

ひさし 

—— 屋根の 廂の 所に 着けて ある 金の 玉 を、 この間 一 

つ 落ちた 時に、 拾って おいた から、 買って くれと 云う 

おもてむき きび 

ん です。 表 向に すると 厳しい ものです から、 こうし 

て 見物に 来た 時、 そうつ と売リ つけよう てんで、 支那 

人 は 実に 狡猾です からね。 

りよ. つもり 

支那の 陵 守 も 無論 狡猾だろう が、 金の 玉 を 安く 買 
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